
主
題
発
表
終
了
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、
事
務
局
よ
り
平
成
三
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
事
務
局
よ
り
平

成
四
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
仙
台
第
一
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

第
二
日
は
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
は
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

ｌ
、
日
本
宗
教
史
上
に
お
け
る
院
政
期
の
位
置
大
正
大
学
三
橋
正

２
、
親
鴬
に
お
け
る
念
仏
者
と
余
仏
菩
薩
と
の
関
係
筑
波
大
学
大
学
院
清
水
邦
彦

開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
は
、
「
日
本
思
想
史
上
の
世
界
と
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
主
題
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題
目
お
よ
び
司
会
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
古
代
に
お
け
る
世
界
と
日
本
昭
和
薬
科
大
学
古
田
武
彦

一
、
中
世
に
お
け
る
世
界
と
日
本
東
京
女
子
大
学
大
隅
和
雄

一
、
近
世
に
お
け
る
世
界
と
日
本
東
洋
大
学
小
池
喜
明

平
成
四
年
度
大
会
の
概
況
日
本
思
想
史
学
会
平
成
四
年
度
大
会
は
、
十
月
二
十
四
日
（
士
）
・
十
月
二
十
五
日
（
且
の
両
日
、
東
北
大
学
を
会
場
と
し
て

司
会

報

生
ロ

同
志
社
大
学
沖
田
行
司

東
北
大
学
佐
藤
弘
夫

一

二

八



３
、
北
畠
親
房
に
お
け
る
「
公
」
と
「
私
」

４
、
伊
藤
仁
斎
の
「
四
端
の
心
」
認
識
を
め
ぐ
っ
て

５
、
国
学
的
言
説
に
お
け
る
宇
宙
形
成
論
の
成
立
ｌ
宣
長
・
中
庸
か
ら
篤
胤
Ｉ

６
、
佐
藤
一
斎
『
言
志
鑿
録
』
の
成
立
過
程

７
、
古
賀
個
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観

８
、
賀
茂
規
清
の
神
典
解
釈

９
、
初
期
天
理
教
と
心
学
思
想

川
、
『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
純
粋
経
験
の
「
発
展
」

Ⅱ
、
妖
怪
学
の
発
想
と
方
法
ｌ
井
上
円
了
の
迷
信
退
治
に
つ
い
て
ｌ

胆
、
三
島
弥
太
郎
の
書
簡
に
見
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容

咽
、
漱
石
『
こ
上
ろ
』
に
お
け
る
他
者
の
問
題

Ｍ
、
小
林
秀
雄
の
八
模
倣
Ｖ
に
つ
い
て
Ｉ
連
作
の
古
典
論
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

筑
波
大
学
大
学
院

大
阪
大
学
大
学
院

大
阪
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院

愛
知
教
育
大
学

東
北
大
学
大
学
院

天
理
大
学

専
修
大
学
大
学
院

国
際
基
督
教
大
学
大
学
院

岩
手
大
学
大
学
院

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院

専
修
大
学

一

二

九 下
川
玲
子

森
川
洋
子

表
智
之

中
村
安
宏

前
田
勉

末
永
恵
子

金
子
昭

出
岡
宏

横
山
泰
子

佐長 小

藤野形

雅美

男香

利

彦


